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5 評価日

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6目標 R6結果

1 市民

市民に親しまれる生涯学習施
設として，施設利用者数の向
上を図る。

年間利用者数（人）

98,991 109,462 102,334 104,226 113,072

図書館利用者を含んだ数値目
標。過去２年の平均を目標値に
計上

Ｂ：達成

2 市民

各種サービス別満足度の向上 参加者の満足度調査で
「満足」以上の割合を増
やす。（％）

98 96 94 96 94

過去３年の平均を目標値に計
上 Ｃ：未達成

3 市民

市民団体などからの施設の積
極的利用を図る。

会議室，ホールの稼働
率の向上（％）
１コマ：１時間単位

11 43 42 41 40

過去３年の平均を目標値に計
上（ホールについてはR03が工事
であったため、R2,R4,R5の平均
値）

Ｃ：未達成

4 財務

効率的な施設運営を図る。 施設利用者１人あたり
の運営経費（円） 448 467 483 475 455

過去２年の平均を目標値に計
上 Ｂ：達成

5 業務

災害などの発生時に，迅速対
応できる体制づくりを図る。

防災訓練の実施（回
数） 2 2 2 2 2

消防設備の設置場所及び使用
方法の確認、避難誘導経路の
確認

Ｂ：達成

6 人材

職員として，施設目標を達成
するうえで必要な知識やスキル
の向上を図る。

人材研修の実施（回
数） 1 1 1 1 1

ホールの照明・音響設備の操作
講習会を職員に実施し、市民が
安全、適切に利用できるよう支
援する。

Ｂ：達成

7 人材

人材育成 コンプライアンス研修年
間実施回数１回以上 1 1 1 1 1

コンプライアンス意識の醸成に努
める。 Ｂ：達成
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9
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025-372-5533公の施設目標管理シート　（直営）

目標 参考・補足

年度

視点
評価指標

施設名

施設の
設置目的

No. 評価

当初人員(人） R6.7.17

「個性と創造性をはぐくむ生涯学習のまちづくり」を進めるため、市民が生き生きと生活し、それ
ぞれのライフステージの確立に向け、図書館、公民館、文化ホール機能を集約化し、生涯学
習活動の増進に寄与することを目的に、学習館を設置します。

当初予算（千円）

R7.7.22

主な事業等
目標達成状況
未達成理由

白根学習館（白根地区公民館） 教育委員会中央公民館

学習館まつり（展示部門、芸能
発表会、しろね絞り展）

図書館利用者、学習館まつり、
他貸館

主に図書館利用者増加したもの。

目標には達しなかったが、参加者か
らは高い満足度を得られた。

・地域活動，各種サークルなどの活動拠点の場として，公民館・学習館の活用により地域活性化に寄
与します。
・利用者数，稼働率の向上を図り，市民が利用しやすく，親しみやすい施設を目指します。
・施設の管理的経費を抑え，使用料の収入を維持し，財務体質の強化を図ります。

・利用者数は、主に図書館利用者が増加したことにより、目標を達成した。次年度も、更に市民にとって利用しやすく、親しみやすい、地域の
生涯学習の拠点となる施設を目指します。
・施設管理については、電力のデマンド計により、ピーク値を管理し節電など経常経費の節減に努めました。次年度も経常経費の節減に努
めます。
・満足度評価は目標を達成することができませんでしたが、参加者からは高い満足度を得られました。次年度も引き続き地域コミュニティの活
性化に寄与する事業を実施し、地域の課題解決に努めます。

施設全体の稼働率は、微減状態と
なっている。昨年度よりホール稼働
率が減少し目標に達しなかった。

緊急時における施設利用者の安全
確保のため、平日と休日を想定し
訓練を行った。

防災マニュアルによる避難訓練を
実施し、市民が安心して利用で
きる施設を目指す。

ホール照明設備、音響設備の操
作研修

利用者の増加により、１人あたりの
運営経費が削減された。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

H28～電力のデマンド計を設置し
節電に取り組むほか、施設管理
費全体の経費節減にも努める。

年1回の研修を実施し、全職員のコ
ンプライアンス意識の醸成に努めた。

ホール照明設備、音響設備の操作
について、詳しい職員により研修を
行った。


